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相模湾沿岸域で漁獲されたアイゴの鼻孔隔皮欠損（短報） 
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Sagami Bay 
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はじめに 

栽培漁業における種苗放流は、減少した資源を

回復させる効果を得られるが、事業を続けるには

種苗放流の効果を確認し、コストに見合う適切な

放流方法を検討する必要がある。放流効果を明ら

かにするには、まず天然魚と放流魚の判別が不可

欠である。放流効果を推定するために、マダイに

おいては、アンカータグ標識１～３）や腹鰭抜去４）な

どの外部標識が用いられてきた。外部標識は、視

認性が高く発見しやすいが、標識の脱落の問題が

あり、腹鰭抜去法は腹鰭の再生によって、放流魚

の判別が不可能になることが指摘されている５）。

これらの諸問題を受け、鼻孔隔皮欠損などの形態

異常を標識として用いる手法が採用され、これら

の形質が放流効果の推定に有効であることが報

告されている３）。 

一方、今井（1996）の報告では、マダイは天然

魚に鼻孔隔皮欠損が存在しているのか調査が行

われていなかったことから、外部標識と鼻孔隔皮

欠損による放流効果の推定には差がないことを

明らかにすることで３）、天然魚の鼻孔隔皮欠損率

が低いことを間接的に証明し、鼻孔隔皮欠損を放

流魚の標識として利用している。 
マダイの事例のように、天然魚における鼻孔隔

皮欠損が著しく低いということであれば、他魚種

についても鼻孔隔皮欠損が放流された際の標識

として、放流効果の推定に活用できる可能性があ

る。 

そこで、天然魚の鼻孔隔皮欠損率について、調査

された事例は少ないことから、天然魚の鼻孔隔皮欠

損率の参考事例とするべく、本県の市場に水揚げさ

れたアイゴの鼻孔隔皮欠損の有無を調査したので報

告する。 

材料および方法 

調査地点等を図１に示す。横須賀市芦名沖及び

佐島沖にある小型定置網及び大型定置網、横須賀

市長井沖及び小田原市根府川沖に設置されてい

る大型定置網で漁獲され、佐島漁港、長井漁港及

び小田原市漁港に水揚げされたアイゴの尾叉長

を測定するとともに、鼻孔隔皮欠損の有無を調査

した。調査期間は、2013 年９月 11 日～2016 年３

月２日まで、月２～４回程度とした。 

 

図１ 市場調査を実施した漁港及び定置網の位置 

 

結  果 

２年６ケ月間の調査期間中に測定した 9,258 尾

の尾叉長を図２に示す。2013～2016 年の尾叉長の

最大は 37.3cm、最小は 3.1cm、平均尾叉長は26.2cm

であった。測定した 9,258 尾のうち、2013 年 11

月 27 日、佐島漁港に水揚げされた小型定置網の

漁獲物に、鼻孔隔皮欠損した個体が１尾見つかっ

た。同個体は尾又長 21.8 ㎝で鼻孔隔皮の右側が

欠損し、左側は欠損していなかった（図３）。 
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図２ 水揚げされたアイゴの尾叉長 

 

考  察 

採捕されたアイゴは、耳石による年齢査定を実

施していないが、尾叉長が 21.8cm であった。館山

湾で漁獲されたアイゴを調査した片山（2009）ら
６）の成長式によると、満２歳魚以上と推定され、

生まれた年は 2011 年以前と考えられた。 

アイゴの種苗生産は、1975 年に和歌山県水産増

殖試験場７）、1976～1977 年に沖縄県水産試験場８、

９）において研究開発が行われていたが、種苗放流

が行われたことはない。また、本県や周辺の都県

でも、人工種苗の生産や放流は実施されたことが

ないことから、採捕されたアイゴは天然魚と思わ

れた。 

種苗放流が実施されていない魚種の鼻孔隔皮

欠損については、愛知県水産試験場職員が市場調

査時にシマフグの鼻孔隔皮欠損した個体を２尾

確認している 10）。また、松岡（2002）は瀬戸内海

水産研究所付近の海岸で採捕した 18 種 241 個体

を観察し、メバル、マダイ、キュウセンなど 17 種

231 個体には鼻孔隔皮の欠損は認められなかったが、

コモンフグについては、10個体中１個体に鼻孔隔皮

欠損した個体を確認したことを報告している 11）。 

上述のとおり、種苗放流が実施されていない天

然魚にも、魚種によっては鼻孔隔皮欠損があるこ

とが明らかであるが、シマフグやコモンフグの事

例は確認した個体が少なく、また、定量的に調査

していないため、その種の一般的な鼻孔隔皮欠損

率とは言い難い。本研究では 9,258 尾の天然アイ

ゴを確認し、同種の鼻孔隔皮欠損率は 0.01％と、

著しく低いことを明らかにした。今後、類似の調

査が実施され、魚種を問わず天然魚の鼻孔隔皮欠

損率が著しく低いことが明らかになれば、放流種

苗の鼻孔隔皮欠損率が天然魚に比べて高い魚種

については、天然魚の鼻孔隔皮欠損率を調査せず

に放流効果を推定できると考えられる。 

 

 

図３ 鼻孔が繋がって１つになっている個体（上）

と鼻孔が繋がっていない個体（下）（同一個体）

（〇で囲まれたところに鼻孔がある） 
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